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図３　「スポーツ講習会」の実施を通しての反省点や課題
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ことから、学校体育で行われるボール運動の教材
を実践することが難しいといえる。しかし、各学
年で差の生まれない種目、異学年間で交流できる
ゲームは今後検討していく余地があると考えられ
る。また昔遊びなど、今の子どもたちが行わない
遊びを取り上げてみることも検討できる。
4.2．T小学校校外安全生活部の保護者を対象と
したアンケート調査の結果
表３はT小学校校外安全生活部の保護者を対象
としたアンケート調査から得られた記述を質問項
目ごとに示したものである。
「学生たちの運営状況」についての質問に対し
ては、「とてもてきぱきしていた」、「安心して任
せることができた」、「とてもスムーズで慣れてい
る印象を受けた」、「進行も学生というより本当の
先生の様にも見えた」などの回答が得られ、学生
の「スポーツ講習会」の運営に対して好印象を持
っていることが明らかになり、学生たちの運営状
況を高く評価している傾向にあった。学生のアン
ケート調査から、運営状況には課題を残す結果で
はあったが、保護者の方々からの学生たちの運営
状況に対する暖かい回答をいただけたことは有難
いことである。また、「トイレ、水分補給のタイ
ミングも良かった」、「子どもの体調などの様子を
見てくれて有難かった」などの回答も得られたこ
とから、事前のミーティングで水分補給のタイミ
ングや安全管理について打ち合わせをした成果が
あらわれているといえる。
「スポーツ講習会」に対する子どもたちの反応
についての質問に対しては、「とても活発に動き、
とても楽しそうに参加していた」、「とても盛り上
がっていた」などの回答が得られ、「スポーツ講
習会」に対する児童の反応は良好であったと推察
できる。その反面、「楽しんでいたが、子供によ
っては慣れるまで（その雰囲気に）時間がかかる
子もいた様に思う」、「高学年は、時間が経つと元
気よく活動できていたと思う」などの回答もあっ
た。参加する児童が、講習会の雰囲気に溶け込め
るような手立てを今後、検討していく必要がある
と考えられる。
「学生たちの印象や姿」についての質問に対し
ては、「礼儀正しく、明るく、元気の良い姿だっ
たと思う」、「あいさつ、態度、すべてにおける印
象に好感が持てた」などの回答が得られ、保護者
の多くは、学生たちの印象や姿に対して好印象を
持っていたことが明らかになった。「きちんとし
た身なりをしていた。あいさつもきちんとしてく
れた」との回答も得られ、身なりやあいさつに関
しても好印象であったといえる。「礼儀正しい」、
「元気が良い」、「きちんとした身なりをする」、「あ
いさつをする」ことは教員としてはもちろん、社
会人として仕事をする上で大切なことである。こ
れらのキーワードが保護者の方々から得られたこ
とは、教員養成を行う本学科として大変嬉しいこ
とである。
「実施種目の適切性、実施して欲しい種目」に
ついての質問に対しては、「普段やることのない
ものなのでとても楽しんでできると思う」、「低学
年も高学年も楽しめる種目だったと思う」などの
回答が得られ、実施した種目に対して良い反応が
表２　今後の「スポーツ講習会」で取り入れた方が良い
種目、ゲーム᪂䛧䛔䝇䝫䞊䝒䚸㐟䜃䛺䛹䝗䝑䝐䝡䞊䚷䚷䝍䜾䝷䜾䝡䞊䜰䜲䝇䜽䝸䞊䝮䝪䞊䝹䝥䝺䝹䝪䞊䝹䚷䝗䝑䝆䝪䞊䝹䝆䝱䞁䜿䞁ิ㌴ྛᏛᖺ䛷ᕪ䛾⏕䜎䜜䛺䛔✀┠䚸䝀䞊䝮䛜䛒䜛䛺䜙ከᏛᖺ஺ὶ䛜䛷䛝䛶ᴦ䛧䛔䜒䛾䛸䛺䜛䛾䛷䛿䛺䛔䛛䚹䝎䞁䝇䚸᭤䜢౑䛳䛯㐟䜃㐍໬䝆䝱䞁䜿䞁䝙䝳䞊䝇䝫䞊䝒䝋䝣䝖䝞䝺䞊䝪䞊䝹Ꮫᰯ䛻タ⨨䛥䜜䛶䛔䜛㐟ල䛾㐟䜃᪉᫇㐟䜃䜢ྲྀ䜚ධ䜜䛯䜚䚸ኻ䜟䜜䛭䛖䛺㐟䜃䚸䝀䞊䝮➼䛾ྲྀ䜚ධ䜜䜒䛳䛸ᗈ䛔ሙᡤ䛷䛾䜃䛾䜃䛸䝇䝫䞊䝒䜢䛥䛫䛶䛒䛢䛯䛔䝣䝸䞊䝇䝻䞊䠄䝞䝇䜿䠅䝪䞊䝹䜢౑䛖
小学校教員養成課程の学生による地域でのスポーツ指導の意義
−近隣小学校における「スポーツ講習会」の実践から−
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得られた。しかし、バスケットボールなどボール
を使ったゲームや体だけで楽しめる種目を実施し
て欲しいとの声もあり、26 年度はさらなる実施
種目の検討が求められるといえる。
「スポーツ講習会」 に対する感想、 意見では、
「スポーツ講習会」の内容や実施方法、学生の姿
に対しての良好な回答を得ることができた。意見
として「学年ごとに分かれて行うのも良いが、1
種目くらいは色々な学年との交流もしていただく
とありがたい」という回答を得られたことから、
学生たちを対象としたアンケート調査の結果でも
述べた通り、異学年間での交流も視野に入れた内
容を検討していくことが今後の課題であるといえ
る。
５．「スポーツ講習会」実践の意義について
以上の結果から、学生主体で行う「スポーツ講
習会」の実践の意義は以下のようにまとめること
ができる。
① 「スポーツ講習会」の実践を通して、児童に対
して運動・スポーツを指導することの難しさ、
安全指導の重要性に気づくことができる。
② 「スポーツ講習会」は学生にとって児童と関わ
ることができる良い機会である。
③ 「スポーツ講習会」で実際、児童に指導するこ
とで、体育・スポーツ指導に関する知識や実践
力を高めることが可能である。
④ 「スポーツ講習会」は全学年を対象とする講習
であることから、１年生～６年生の児童の実態
を把握することができる有効な機会である。
⑤ 「スポーツ講習会」の実践を通して、児童への
指導の仕方や運営要領についての振り返り、今
後の教育活動に活かすことができる。
本学科の学生は、４年次に小学校と中学校もし
くは高等学校の教育実習を迎えるが、その前段階
として、２年生や３年生の時期にこのような「ス
ポーツ講習会」を通して児童に運動・スポーツを
指導したり、様々な児童、１年生～６年生、全学
年の児童と触れ合ったりすることは「教育実習の
事前学習」としても大変意義のあることではない
かと考えられる。 また、「スポーツ講習会」 は、
T小学校校外安全生活部の保護者の方々との連携
を通して行うイベントであることから、学生が保
護者と関わる良い機会でもあるといえる。教員養
成の時期には、保護者と関わる機会が少ないが、
実際、教員になった時は、保護者とコミュニケー
ションをとる機会は多々ある。「スポーツ講習会」
を通して保護者の方々と事前に連絡を取り合うこ
とや当日関わりを持つことで、保護者とのコミュ
ニケーションを取ることが可能である。
先述のとおり、本学科は「体育・スポーツの得
意な小学校教員」を養成することを目指しており、
さらに池田 3） は、こどもスポーツ教育学科では
「体育・スポーツのもつ教育的な可能性や魅力を
最大限に引き出すことができる小学校教員の養成
を目指している」と述べている。このことから、
児童と共に体を精一杯動かし、児童にスポーツを
することの楽しさを伝えることができる「スポー
ツ講習会」を学生主体で実践することは本学科の
目指す教員養成の目標に近づける一手立てになる
のではないかと考えられる。よって、今後、多く
の学生が「スポーツ講習会」に参加し、様々な経
験を通して成長し、教員を目指してくれることを
願いたい。
６．今後の「スポーツ講習会」の課題
今後は以下の２点について検討していくことが
課題である。
講習会の流れ、運営要領（実施種目のルールや
指導方法、安全指導など）を確認するため、講習
会前の参加者でのミーティングをより一層充実さ
せること。
次年度に実施する種目は今年度の実施種目を参
考にし、さらなる検討が必要であること。また、
異学年間での交流も視野に入れ、全学年で取り組
める種目を検討すること。
実施する回数が増えるごとに様々な課題が出て
くるが、このような講習会の課題を一つ一つ克服
小学校教員養成課程の学生による地域でのスポーツ指導の意義
−近隣小学校における「スポーツ講習会」の実践から−
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していくことで、児童が楽しいと思える「スポー
ツ講習会」、保護者の方々が「また、やって欲し
い」と思える「スポーツ講習会」になると考えて
いる。 こどもスポーツ教育学科において、 この
「スポーツ講習会」が今後、益々発展し、大学と
地域をつなぐ良い架け橋になっていくことを期待
したい。
注
１） オセロゲームの円形物は、「屋内スポーツリバー
シ」（エバニュー社製）を使用した。
２）「フライングディスク」はDODGEBEE270（ラン
グスジャパン社製）を使用した。
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